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審 査 の 結 果 の 要 旨










考案した PC-Givens法に加えて近似 EZ-GCD算法もインプリメントして，近似 PC-PRS算法の優位性を実験
的に実証したが，このことは評価できる。
　論文の第三点である悪条件問題については，幾つかは本研究で指摘された問題であり，そのことだけでも
評価できる。著者の行った工夫はすべて，剰余列算法の観点からのものであるが，悪条件性をかなり克服す
るものばかりで，高く評価できる。今後，剰余列以外の観点からも悪条件性の克服が望まれる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
